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主  論  文  の  要  約  
Social Capital and Self-rated Health among Japanese-Peruvians 
日系ペルー人におけるソーシャル・キャピタルと主観的健康観  
                   東京女子医科大学大学院  
社会医学系専攻衛生学公衆衛生学 (二 )分野  
（指導：山口直人教授）  
              ツチダ・フェルナンデス・マリサ・ベアトリス  
 
東京女子医科大学雑誌 85 巻  第 6 号（平成 27 年 12 月 25 日発行）に掲載予定  




2013 年 12 月から 2014 年 7 月、ウェブアンケート（SurveyMonkey®）または、
自 記 式 質 問 票 と 面 接 調 査 票 に て 社 会 的 要 因 、 Short version of Adapted 




【結  果】  
主観的健康観を” good ”と” poor”に分けて解析すると、併存疾患がある
とき  ” poor health”のリスクは最も高くオッズ比（ OR）は 5.41（ 95% CI, 
3.18-9.20)であった。性、年齢、住居、日本国内での在住地域、ペルーで受
けた教育レベル、子供の有無とは関連がなかった。” poor health”のリスク
は、認知的ソーシャル・キャピタル  (Cognitive social capital) が高レベ
ル の と き  (OR, 0.49; 95% CI, 0.26-0.95) 、 及 び 組 織 へ の 参 加  (Group 
membership) が高レベルのとき  (OR, 0.21; 95% CI, 0.05-0.98) 有意に低




【考  察】  
日本在住日系ペルー人において、認知的ソーシャル・キャピタルと組織への
参加が主観的健康観の決定要因となる可能性が示唆された。  
【結  論】  
今後、十分なサンプルサイズの、前向き、あるいは介入研究が行われ、移民
におけるソーシャル・キャピタルが健康促進に寄与することが期待される。 
